
平成２９年度 事業報告 

 

平成２９年度の活動は事業計画に基づき順調に進められた。 

委員会の活性化、同期会の開催支援等について積極的な取組みを実施した。その他の

活動では、新年懇親会の開催などの定例行事の他、会報の発行、ＨＰの活用により進

交会活動の広報を進め、更にＹ校会・市大会では同窓会の活性化に取り組んできた。 

進交会は従来同様「高齢化に伴う正会員の減少」と「還暦ないし定年退職者等、相

対的若年層及び現役世代の“進交会＝同窓会”への関心をどう集めるか」等の課題に

直面している。それらの課題は簡単に解消出来ることではなく、更に積極的な対応が

要請される。今一度進交会会員のメリットは何かを整理し、会員へのアピール方法を

改善することによって、積極的な会費納入を促し、Ｙ校同期会の開催応援及び市大ホ

ームカミングデーへの参加協力も積極的に行う。更にＹ校同期会、市大部活ＯＢ会・

ゼミＯＢ会等の事務局・幹事との連携を強めることで、其々の活動を応援する。更に

インターネット（ＨＰ／ＳＮＳ等）も活用して、一人でも多くの会員が進交会活動に

参加して頂けるよう呼びかける。 

 

［Ⅰ］平成２９年度重点目標の評価 

１．平成２８年度第４回理事会で決議された「特別委員会の提案」に基づき、 

「進交会館建て替え（案）」の具体的な推進を図る 

なお、特別委員会は平成２９年度も引き続き継続する                                                                           

平成２８年度第４回理事会にて、「進交会館建て替え（案）と事業者の選定について」

が 決議されたので、最終的に「生和コーポレーション（株）」と「スターツ」二社に 

絞り、プロポーサル方式で事業者の選定を実施し、「生和コーポレーション（株）」を 

事業者に決定した。仮契約を踏まえて平成２８年度社員総会に報告、代議員の了解を 

得た上で、平成２９年７月２１日に本契約を締結した。 

 進交会館入居テナントへの明け渡し要請は平成２８年度社員総会終了後に開始し、 

３階「ライオンズクラブ国際協会３３０－Ｂ地区」については平成２９年１１月、 

１階「（株）バンザイ」については平成３０年１月をもって、事務所の明け渡しを 

完了して頂いた。２社の明け渡し合意書を入手後、特別委員会を再度開催し、「新・ 

進交会館（仮称）基本計画の見直しを討議し、平成２９年度第３回理事会にて 

「新・進交会館（仮称）基本設計」を報告、承認して頂いた。 

「新・進交会館（仮称）実施設計」については、第１３回特別委員会で特別委員会 

プロジェクトを発足させ、「生和コーポレーション（株）」との協議を開始している。 

今回の計画に合わせて、建て替え募金のお願いを実施しているが、平成２７年７月から 

開始したリニューアル募金の未使用分１０，５４３，６４０円に加えて、目標金額２０ 

百万円の建て替え募金のお願いを平成２９年１０月発送の進交会報に同封、建て替え募 

金分は平成３０年２月２８日現在、１０，２８１千円となった。（目標比５１％） 

  ２．「持続可能な進交会組織と運営」について議論を深める 

    高齢化に伴う会員・会費の減少へ対応として、平成２２年度より会費のコンビニ払い 



を導入し納入窓口を増やすことにより、年々成果を上げてきたが、本年度の会費収入は 

５，２３６，０００円であった。この金額は平成２８年度の５，７５１，０８０円を 

５１５，０８０円下回っている。 

進交会費増収策としては、従来同様還暦を迎える会員を中心ターゲットに、同窓会を 

通じての終身会費納入を訴えている。今後も会費納入のメリットとその意義を訴求し、 

地道な取り組みを推し進めることが肝要と思われる。 

昨年発行の進交会報（第８３号）から進交会の財政事情により会費未納者には送付し

ない方針であったが、平成２９年３月の理事会で進交会館建て替えが正式に決定したた

め、従来通りの送付となった。進交会館建て替えの為、平成３０年２月からはテナント

収入が０になったので、進交会は平成３０、３１年度、我慢の年になる。 

みなと倶楽部は平成２９年４月から１２月までで１，４４７千円の赤字であった。 

なおみなと倶楽部は進交会館の解体に伴い、平成２９年１２月２５日までで営業を終了

した。「新・進交会館（仮称）」完成後の「新・みなと倶楽部（仮称）」については運営

方法を含めて事業の再検討が必要である。 

     今後「進交会館建て替え事業」の推進に続いて、「進交会のホールディング化」が課

題として残っているが、マダ議論は深められていない。 

進交会としては次の大きな課題だと会員全員が意識する必要がある。 

 

  ３．進交会報とホームページの連携と活用 

    当初の計画では進交会報（第８３号）からは進交会の財政事情により会費未納者には

送付しない方針であった為、極力進交会ホームページを充実させて、進交会報をお届け

できない会員に進交会の情報を届ける予定であった。 

   進交会ホームページのリニューアルは計画通りに実施出来たが、内容の充実については 

必ずしも意を尽くせたとは言えず、今後も不断の努力が必要である。 

 

４．Ｙ校・横浜市立大学との更なる関係強化（母校支援等） 

    同窓会として当然のテーマであるが、 進交会の財政基盤の確立なくしては絵に描い

た餅である。「新・進交会館（仮称）」の収入と進交会費増収策の検討により、更に多く

の母校支援が可能な環境を作って行きたい。 

 

５．同期会・部活ＯＢ会の開催支援 

平成２２年よりＹ校卒業生の６０歳還暦同期会の他、各年度の同期会、部活ＯＢ会の

開催を支援している。平成２９年度もＹ校昭和３８年卒業（４５名）、昭和４５年卒業 

（１０７名）の同期会開催支援の他、部活ＯＢ会支援では『Ｙ校ボート部創部１２０周

年祝賀会』（１３６名出席）開催の一役を担い、進交会のＰＲとイメージアップに大いに

役立っている。 

 

２年に一回開催されてきた市大同窓会は、２９年度 横浜市大ホームカミングデーと 

    同日に開催し、１４０名の参加を得た。 

なお、横浜市大としては同期会の開催が難しい為、部活あるいはゼミのＯＢ会等を 



メインにして、同期会の開催に繋げて行きたい。 

 

［Ⅱ］会員の状況（平成３０年３月３１日現在） 

   １．本年度新会員 

Ｙ校 ２７３名 

市大（大学院卒を含む）   １，０２３名 

合 計           １，２９６名 

 

２．会員総数      

区 分 会員（物故者を除く） 住所不明者 住所登録者数 

Ｙ 校 ２４，１８２    ８，７１９ １５，４６３ 

Ｙ専 ８８５         ５３３ ３５２ 

市 大 ３５，７２９  １６，１９４ １９，５３５ 

合 計 ６０，７９６     ２５，４４６ ３５，３５０ 

   【市大生内訳】    

区 分 会員（物故者を除く） 住所不明者 現 在 数 

商学部 １４，６７２ ６，５３５ ８，１３７ 

文理学部  ９，３６２ ４，５１９   ４，８４３ 

国際文化学部         １，０３２  ６６３ ３６９ 

理学部 ６９１           ３５５ ３３６ 

国際総合科学部 ３，３７２       １，０１６ ２，３５６ 

医学部(医専・医大) ２，７１７             １，１３６ １，５８１ 

看護(高等看護含む) ３，６２９          １，９０２ １，７２７ 

大学院 他 ２５４                   ６８     １８６ 

合 計 ３５，７２９     １６，１９４      １９，５３５ 

 

[Ⅲ] 進交会の定例事業 

１．社員総会 

（１） 開催日時 平成２９年５月２７日（土）午前１１時００分より 

（２） 開催場所 進交会館 ５Ｆ会議室 

（３） 出席者  ４６名（委任状４４名） 

（４） 議 題 

① 第一号議案 平成２８年度 事業報告承認の件 

② 第二号議案 平成２８年度 決算報告書承認の件 

③ 第三号議案 新理事追加選任決議の件 

       第一号議案、第二号議案が承認され、第三号議案新理事追加選任決議がなされ、

社員総会終了後に懇親会を開催。 

 

２．進交会報第８３号の発行 

第８３号は平成２９年１０月１０日に発行し、会員全員に配布。 



今回の進交会報も第８２号と同様２４ページ立てで、進交会の存在がＹ校・Ｙ専・市大

の歴史を物語ることを視覚的に表現した表紙を踏襲した。 

新任古屋理事長の挨拶、市大学長、Ｙ校新任校長の挨拶から始め、３ページには

「進交会館建て替えについて」その概要を説明した。 

    ４ページからはコニカミノルタジャパン株式会社代表取締役社長原口淳氏（市大商５４

年卒）の「夢は叶う」と岡崎静夏氏（Ｙ校平成２３年卒）の「日本一早い女子高生ライ

ダー」の記事等々を掲載。その他は例年通り、各支部の活動報告や、会員の同期会便り

のほか、市大、Ｙ校生の様々な活動や活躍を掲載。写真を増やし、母校の現状や会員の

活動をわかりやすく伝えるように心がけた。 

 

３．教養講座 

   ７年前から始められた教養講座は平成２９年度も継続して開催されたが、進交会館 

建て替え事業の調整等に時間を取られ、平成２９年１０月２４日に横浜市住宅供給公社

常務理事の桑波田一孝氏による第３９回「『都心臨海部の現状と未来』ー関内地区の活

性化についてー」の一回開催出来ただけであった。 

   

４．新年懇親会の開催 

平成３０年１月２７日（土）に崎陽軒本店４Ｆで開催。参加者は招待客を含め１３６

名（前年比＋１２名）であった。今回のアトラクションの目玉は、大森茶屋の女将奈実

様に新春に相応しい踊りを披露していただいた。更に横浜レク・フラダンス市民の会の

皆様に恒例のハワイアンフラをご披露していただいた。 

なお、この席で叙勲・受章の表彰を行い、古屋理事長が受章者に記念品を授与した。 

    受章者は次の通りである。 

平成２９年 瑞宝中綬章        佐々木 弘 様（昭３６商卒） 

平成２９年 旭日小綬章        田中 忠昭 様（昭３７Ｙ卒） 

平成２９年 瑞宝小綬章        山田 瑛 様 （昭２７Ｙ専卒） 

   

[Ⅳ] 理事会、各委員会及びその他の会合 

１．理事会 

第一回理事会 平成２９年６月２２日(木)  午後５時３０分より 

        第一号議案 公益目的支出計画実施報告書承認の件     

        第二号議案 「進交会館建て替え募金」の件 

        第三号議案 職員夏季賞与支給の件 

        第四号議案 平成２９年度各委員会委員候補者追加承認の件 

        第五号議案 選挙管理委員会委員選任の件 

        第六号議案 「２０１８年新年懇親会開催」の件 

第二回理事会 平成２９年１１月２７日(月)  午後５時３０分より 

            第一号議案 平成２９年度上半期決算承認の件 

            第二号議案 平成３０年進交会新年懇親会開催承認の件 

            第三号議案 職員冬季賞与支給の件         



     第三回理事会 平成３０年３月３０日(金) 午後５時３０分より 

           第一号議案 ｢新・進交会館（仮称）基本計画」について 

           第二号議案 平成２９年度収支見込と 

                        平成３０年度収支予算案承認の件 

           第三号議案 役員選考委員会委員選任の件 

           第四号議案 社員総会の日程及び議題の件  

           第五号議案  事務局勤務形態、事務取時間の扱変更について 

     第四回理事会 平成３０年４月２７日（金） 午後５時００分より 

           第一号議案 平成２９年度事業報告（案）承認の件 

           第二号議案 平成２９年度決算報告（案）承認の件 

           第三号議案 平成３０年度事業計画（案）承認の件 

           第四号議案 平成３０年度収支予算（案）承認の件 

第五号議案 相談役・顧問委嘱承認の件 

 

２．各委員会 

従来の３委員会（総務・財務委員会、事業委員会、会報・ＨＰ委員会）に加え

て、平成２９年度も特別委員会を継続し、「進交会館建て替え（案）」について 

具体的な対応策を討議した。 

       ３委員会は特別委員会と連携して其々の担当部分の対策を検討した。 

 

３．部 会 

（１）Ｙ校会 

平成２９年度も昨年に引き続き『母校への積極的支援』『組織の拡大・活性化』を 

テーマに掲げ取り組んできた。 

【母校への積極的支援】 

１．海外を目指すＹ校生への応援事業として、『Ｙ校会海外奨学金制度』を新たに 

創設し、平成２９年度は台湾・ニューヨーク各３名の研修参加者に３０万円の 

奨学金を授与した。更にＹ校会創設２０周年特別事業として、Ｙ校の姉妹校提携 

先であるバンクーバーチャーチル校訪問者１９名に合計１９万円、総額４９万円 

の支援をした。 

２．平成２８年３月からＹ校正門横に展示された 『Ｙ校旧校舎の遺構』の名称が

生徒の考案により、『誠の礎』（まことのいしずえ）に決まり、Ｙ校会では平成 

２９年７月、遺構説明案内板（平成２８年１０月設置）に名称記入の追加工事を 

完了した。 

【組織の拡大・活性化】 

  １．同期会・部活ＯＢ会の開催支援と情宣、またＹ校会講座や歌舞伎鑑賞教室、 

そして社会見学会、暑気払い、Ｙ校会の集い等の親睦会開催により昭和４０年 

卒以降を中心に正会員が６８名増加した。 



２．反面、継続入金がない正会員が１０５名おり、目標に掲げる「正会員１，０００ 

  名体制確立」への大きな課題となっている。 

 

平成３０年度は昭和５０年代卒の時代の到来を見据え、より魅力ある企画や 

積極的な活動により「組織の拡大と活性化」を推進すると共に、母校支援では 

『Ｙ校会海外奨学金制度』を中心に有意義な支援を実行すべく、Ｙ校と調整の 

上積極的に取り組んで行く所存である。 

 

（１）市大会 

 市大会は、これまで２年に１回の市大同窓会パーティーを開催してきた。 

平成２９年度も市大ホームカミングデーとの共同開催企画を大学に要望したが、

合意が得られず、市大ホームカミングデーとの同日開催となった。 

市大会としては市大会活動を同窓会の実施だけでなく、もっと多くの活動の柱を

打ち立てていけるのか、今後も試行錯誤を重ねたい。 

また市大の著名教授の研究業績展や回顧展などを大学と協力して開くなどの活

動は継続していきたいと思う。 

なお、昨年の市大ホームカミングデーは２０１７年１１月４日に実施され、 

記念企画としては映画「鎌倉アカデミア 青の時代」の上映とトークセッション

が実施され好評であった。 

        

 [Ⅴ] みなと倶楽部・文化教室 

    （１）みなと倶楽部 ……進交会館建て替え事業の為、平成２９年１２月２５日で一時

休業にした。 

    （２）文化教室 …………進交会館建て替え事業の為、平成２９年１２月で一時休会と

した。 

 

[Ⅵ] 母校関係 

１．Ｙ校・市大行事への参加 

（１）Ｙ校 ① 入学式 平成２９年  ４月  ６日 出席者：秋谷理事長、田宮Ｙ校会会長 

② 卒業式 平成３０年  ３月  １日 出席者：古屋理事長、田宮Ｙ校会会長 

（２）市大  ① 入学式  平成２９年  ４月  ５日  出席者：秋谷理事長、山本常務理事他 

② 卒業式 平成３０年  ３月２３日 出席者：古屋理事長、山本常務理事他 

      ③ 「第６６回医学のために献体された方々への感謝の集い」 

平成２９年１２月２日  出席者：古屋理事長、佐藤事務局長 

２．表彰・支援 

   （１）表 彰 

         ・ 市大 「進交会賞」 １４名（国際総合科学部１２名、医学部２名） 

         ・ Ｙ校 「奨学金」   ７名（クラスの成績優秀者） 

              「美澤皆勤賞」５７名（３年間無遅刻・無欠席の生徒に授与） 



（２）広告掲載 

・ 市大：入学式・卒業式、運動部連合会、浜大祭、混成合唱、管弦楽団 

         ・ Ｙ校：Ｙ校文化祭、Y 校吹奏楽部ＯＢバンド 

（３） 母校への支援 

   ・ 市大：寄付金／７０万円、 

    「献体された方々への感謝の集い」へ籠花 

・ Ｙ校：寄付金／２１万円 

 

［Ⅶ］支部関係 

   静岡県支部総会    平成２９年 ４月２２日 古屋理事長、佐藤事務局長 

   名古屋支部懇親会   平成２９年 ７月 ８日 古屋理事長、佐藤事務局長 

   千葉県支部総会    平成２９年１１月１１日 古屋理事長 

   宮城支部例会     平成２９年１１月１１日 中代理事 

   北陸支部総会     平成２９年１１月１１日 佐藤事務局長 

   北海道支部例会    平成２９年１１月１８日 佐藤事務局長 

近畿進交会の「集い」 平成２９年１１月２５日 丸山理事、佐藤事務局長 

 

以 上 


